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札幌市困難を抱える
若年女性支援事業 ＬｉＮＫ

令和3年度 厚⽣労働省委託事業 「困難な問題を抱える若年⼥性の包括的な⽀援に関する調査研究」

困難な問題を抱える若年⼥性⽀援のためのセミナー
地域ブロックセミナー

資料２

【基調講演】⾏政にできること 〜札幌市の取組から〜

１ 札幌市が困難を抱える若年女性支援事業を実施する経緯

（１）令和元年６月２歳女児死亡事例

平成26年４月（15歳） 高校入学（翌年から休学）

平成27年12月（17歳）
妊娠が判明するも、交際相手から暴力
を受け、翌年１月人工妊娠中絶を行う

平成28年6月（18歳） 妊娠が判明

平成28年12月（18歳） 出産

令和元年6月5日（21歳） 女児死亡確認

令和元年6月6日（21歳） 逮捕

令和元年7月18日（21歳） 保護責任者遺棄致死罪で起訴
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（関係図）



１ 札幌市が困難を抱える若年女性支援事業を実施する経緯

（２）「令和元年６月死亡事例に係る検証報告書」による検証と提言

１ 区及び生活圏を単位とした支援体制の強化の必要性

２ 母子保健体制の見直し、乳幼児健診の改善の必要性

３ アセスメントと支援方針の共有を軸とする協働体制の構築と進行管理の徹底の必要性

４ 児童相談所における介入機能と役割の明確化の必要性

５ 専門的力量を持つ職員を育成する体制の構築

６ 思春期・若年期に焦点を当てた支援の枠組みの必要性

７ 過去の検証報告書の進捗状況についての検証機会の必要性

課題を踏まえた７つの提言
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１ 札幌市が困難を抱える若年女性支援事業を実施する経緯

（３）検証報告書より抜粋

本事例では、10代から20代に差し掛かるに当たり、 ・ 、
、 など、10代後半の女性

として見られる様々な諸課題が見られるが、これらへの対応が十分に図られることは
なかった。 その要因として、この思春期・若年期に焦点を当てた支援の枠組みが、

である。例を挙げると、
・児童福祉法に基づく支援は18歳未満という年齢制限の実態が、
・ＤＶ被害者支援は、ＤＶ相談を訴えた方への支援が中心となるという事態が、
・⺟⼦保健分野の支援は、本事例のように妊婦の方しか支援できないという実態が

それぞれあり、これらに該当しない方は、 。
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２ 困難のイメージと札幌市における現状の取組

【家庭基盤の脆弱さ】
・貧困、・ネグレクト、面前DV

・ヤングケアラー、手本となる大人の不在

【見過ごされている課題】
・基本的な生活習慣
・発達・学習の遅れ

・学力低下
・いじめ、不登校
・児童虐待

・不安定な雇用
・出身家庭に頼れずに
自身も貧困化

・学力低下
・友人関係のトラブル
・家庭における居場所がない

・性的搾取、性暴力
・DV
・望まない妊娠、出産

高

低

高校 中退・卒業後 10代後半～20代前半小中学校（義務教育）

・子どものくらし支援コーディネート事業
・スクールソーシャルワーカー
・要保護児童対策地域協議会

・高校と若者支援総合センターの連携
・若者の社会的自立促進事業（学習支援）

・DV被害者支援
・犯罪被害者等への支援
・特定妊婦への支援

地
域
・行
政
と
の
つ
な
が
り

社会的に孤立

若年期の女性への支援の取組

抱
え
る
困
難
の
大
き
さ
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３ 札幌市内の有識者・支援者の思い

■専門家、公的機関、支援団体など多くの関係者から、現状や課題をお聞きしました。

６

大学教授

支援団体

警察

若者支援施設

児童相談所

弁護士

■若年女性へのアウトリーチの活
動も大事だが、まずは見つけてき
た女性をどこにつなげるのかという
「つなぎ先」をどうするのかを考え
るのことが重要

■屋根のある場所の支援が重要。
母子生活支援施設の活用や乳児
院における母子一緒のケアなど、
既存の建物があるところで支援で
きれば良いのだが。

■児童福祉法は18歳までという縛

りがある。それ以上の女性達への
支援は児童相談所での対応は難
しい。

■児童相談所としても、児相案件
になる手前で支援できる受け皿が
あれば助かる。

■妊娠段階で入所できる施設が必
要だと考えている。妊婦を受け入
れるためには、看護師の配置が必
要であるため、自立援助ホームな
どでの対応が難しい。
■大事なのは「人」と「予算」。

■居場所ができるのは良いと思う。
子どもたちは、不安な気持ちや手
続きへの自信のなさを含めて「め
んどくさい」という言葉を使う。居場
所に各関係機関が来てくれるよう
な仕組みがあると子どもたちにとっ
ては良いだろう。

■求められている、居場所がある
といった理由で、援助交際する子
も多い。

■若い人の傾向として、関係性を
分断されず、自由も担保され、一
息つけるやどり木のような場所が
あれば集まってくる。

■対象となる子どもは、自分から
困りごとを相談しに来ないので、わ
いわい集える場所を作り、そこで
何度も接しながら愚痴や叫びを聞
きながら、困りごとをすくいあげて
いく必要がある。

■居場所の確保が難しいのでは。
家に帰りたくないという相談を受け
ても、対応は難しい。もし、居場所
を確保するとしても、ルール作りを
どうするか、未成年の場合どうする
か、居場所で自殺が起こる危険性
はないかなど課題がある。

■現状は、こういう女性達を支援
できるスキルを持った支援者が少
ない。

４ 札幌市若年期の女性を対象とした支援に関する実態調査
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(1)調査の概要
・調査期間 令和２年10月12日～令和２年12月８日
・調査対象者 ①支援団体 ６団体 ②女性当事者（困難な経験がある女性） ４名

①支援団体 団体概要

団体Ａ 若年女性を主対象として支援活動を行っている法人。

団体Ｂ ＤＶ等の被害に遭った女性等への支援を行ってる法人。

団体Ｃ 市内高等学校養護教諭。

団体Ｄ
若年層の女性が気軽に相談できるＬＩＮＥ相談の運営を
行ってきた法人。

団体Ｅ
未成年の緊急一時避難所（シェルター）を開設、運営し
ている法人。

団体Ｆ
少年院出院者を対象とした相談対応、少年院への講話
活動を行っている団体。

②女性当事者 対象者概要

Ａさん

・20代。
・児童養護施設での生活歴あり。
・高校中退後、夜の仕事に就く。
・現在は結婚し、３児の母。

Ｂさん

・20代。
・両親が学費を出してくれなかったため、様々なアルバイト
をして学費を賄う。

・高校卒業後、夜の仕事に就く。
・現在は１児の母。

Ｃさん

・40代。
・定時制高校中退後、夜の仕事に就く。
・その後、介護の資格を取得したことを契機に現在の福祉
の仕事に就く。

・自身の経験を踏まえて、女性支援団体による若年女性
支援の活動にも参加。

Ｄさん
・10代大学生。
・家族との折り合いが悪く、家に居場所がないと感じている。
・援助交際をしており、心療内科に通院。

４ 札幌市若年期の女性を対象とした支援に関する実態調査

■若年期の女性を対象とした支援に関するヒアリング等調査

８

○家族との関係や家庭の状況に問題を抱えていた
・両親はお金にルーズでいつも喧嘩をしていた ・経済的な困窮により、必要なものは万引きをしていた
・父は24時間お酒をのんでいた ・母が姉妹間で扱いを差別し、自分だけご飯やお弁当が無いたこともあった
・心の病気を患っていた母からは「気持ち悪い」と言われ、幼いころ抱きしめてもらった記憶は無い

○困っているという意識がなかった
・子どもの頃からの（困難な）体験から、耐性がついている
・困っているという意識を持たないので、相談しようとは思わない
・「自分が困難な状態か、問題なくしっかりやれている状態なのかわからず不安を抱えている。」

○不安、⾃⼰否定感を持っている
・「自分を大切にする」、「『幸せ」や『満たされていること』がどういうことかわからない。常に不安を感じている。」
・「『自己肯定感が低い』のではなく『自己否定感』を強く持っている。」

○妊娠、中絶、援助交際など性の問題を抱えていた
・高１でネットで知り合った人と付き合い、妊娠。その後中絶をした
・夜の仕事は優しい大人もいたが、暴力団関係者も多く、自分の置かれた状況を読み間違えると大変なことになる
・ヒアリング対象者中４名中３名が未成年でキャバクラやデリヘルなどの性風俗、３名が援助交際の経験があった

４ 札幌市若年期の女性を対象とした支援に関する実態調査

(2)調査結果の概要（困難を抱える女性について）
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○アウトリーチについて
・「SNSで見ず知らずの人に相談できない」、「仲良くなるまではLINEがいい」などの声があるため、多様なコミュニケーショ
ン手段が必要になる

○⾃⽴⽀援について
・障がいが疑われる人やグレーゾーンにいる人、発達障がいの人も多いので、自立をサポートする仕組みが必要

・自立には、居場所、住居、仕事を紹介するためのネットワークが必要だが、現在は支援者の個人的な人脈に頼らざる
を得ない

○⾏政に求めること
・支援には高い専門性が求められるため、人材育成のほかにも、支援者として働き続けられる経済的基盤が必要
・必要なのは精神論ではなく「お金」、どこの団体もお金で苦労している
・福祉的支援の核となるのは安定した住居なので、公営住宅の活用やシェアハウス型共同住宅の設置が必要
・制度のはざまにいる女性が多いため、ワンストップ型の相談窓口が必要

○居場所について
・長期の居場所や、長期的に生活支援を行うための拠点となる施設が札幌市にはない
・安心して寝泊まりできる場所は必要だが、規則が多いと窮屈に感じて使われない
・既存の自立支援施設には空きがない

４ 札幌市若年期の女性を対象とした支援に関する実態調査

(2)調査結果の概要（支援について）
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(1)調査の概要
①調査期間

令和２年12月13日～令和３年１月４日
②調査実施

・高等学校、高等支援学校の女子生徒及び19歳～24歳の札幌市内に居住する女性を対象として、
思春期・若年期の女性がどのような困りごとや悩みを抱えており、 その困りごとや悩みをどの程度
周囲に相談できているのかを把握することを目的に実施。

・調査は、札幌市と北海道大学大学院教育学研究院附属子ども発達臨床研究センターが共同で実施。

①公立高等学校女子生徒 ②公立高等支援学校女子生徒 ③一般女性

調査対象者
18,769名

（令和２年５月１日時点）
153名

（令和２年５月１日時点）
3,000名

（住民基本台帳から抽出）

回収率
781名

（回収率：4.2％）
55名

（回収率：36.0％）
836名

（回収率：27.9％）

調査方法 WEB回答 無記名によるアンケート方式
無記名によるアンケート方式
WEB回答

■思春期・若年期の女性を対象とした意識に関する調査（アンケート調査）

４ 札幌市若年期の女性を対象とした支援に関する実態調査
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(2)調査結果 学校での体験について

○学校での嫌な体験については、１度以上あると答えた者の割合は７割前後。
○セクハラや性被害は１～２割前後である一方で、セクハラ・性被害が起きる場合は、教師とのトラブルやいじめ、

人間関係のトラブルも同時に起きている場合もある。
○そうした嫌な体験をしても、高等学校と一般女性では４割の者は相談していなかった。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高等支援学校

高等学校

一般女性

図5(3) 相談しましたか
相談した 相談したかったが、できなかった 相談しようとも思わなかった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高等支援学校

高等学校

一般女性

図5-1 学校で今でも思い出すような嫌な体験
まったくない 一度だけある 時々ある よくある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高等支援学校

高等学校

一般女性

図５-オ セクシュアル・ハラスメントや性的な被害
関係ない 少し関係ある とても関係ある

４ 札幌市若年期の女性を対象とした支援に関する実態調査
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(3)調査結果 子ども時代に過ごした家庭での体験について

○家庭での嫌な体験については、１度以上あると答えた者の割合は４～５割。
○家計の問題が他の全ての問題（例：両親の不仲、両親間での暴力など）にも関連していた。
〇家庭で嫌な体験をしていると、他の状況においても嫌な体験をしている傾向がみられた。
○そうした嫌な体験をした者であっても、高等学校と一般女性の７割は相談していなかった。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高等支援学校

高等学校

一般女性

図６-1 家庭で今でも思い出すような嫌な体験

まったくない 一度だけある 時々ある よくある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高等支援学校

高等学校

一般女性

図６(3) 相談しましたか

相談した 相談したかったが、できなかった 相談しようとも思わなかった

４ 札幌市若年期の女性を対象とした支援に関する実態調査
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(4)調査結果 職場・アルバイト先での体験について

○職場・アルバイト先での嫌な体験については、一般女性で約６割の者が１度以上あると答えていた。
○内容については、いじめ以外の人間関係のトラブル、パワハラが多い。
○そうした嫌な体験をしても、一般女性の約３割の者が相談していなかった。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高等支援学校

高等学校

一般女性

図７-1 職場で今でも思い出すような嫌な体験

まったくない 一度だけある 時々ある よくある 仕事経験なし
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

高等学校

一般女性

図7(3) 相談しましたか
相談した 相談したかったが、できなかった 相談しようとも思わなかった

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高等学校

一般女性

図７-イ いじめ以外の人間関係のトラブル
関係ない 少し関係ある とても関係ある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高等学校

一般女性

図７-ウ 上司・同僚からのパワハラ
関係ない 少し関係ある とても関係ある

４ 札幌市若年期の女性を対象とした支援に関する実態調査
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(5)調査結果 結婚・交際相手との関係での体験について

○結婚・交際相手との関係での嫌な体験については、１度以上あると答えた者の割合は一般女性で約３割、高等学
校で約２割、高等支援学校で約１割であった。

〇一般女性における結婚・交際相手との関係での嫌な体験で最も多いのは、相手からの物理的・精神的な支配で
約５割、次いで金銭的な問題で４割弱、セクハラ・性被害と望まない性行為・妊娠がそれぞれ約２割。

○そうした嫌な体験をしても、一般女性では４割弱、高等学校で５割強の者が相談していなかった。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高等支援学校

高等学校

一般女性

図８(1) 結婚・交際相手との関係で今でも思い出すような

嫌な体験

まったくない 一度だけある 時々ある よくある 結婚・交際した相手なし
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

高等支援学校

高等学校

一般女性

図８(3) 相談しましたか

相談した 相談したかったが、できなかった 相談しようとも思わなかった

４ 札幌市若年期の女性を対象とした支援に関する実態調査
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(6)（抜粋）相談相手について

○相談相手に関しては、いずれの相談も親や友人が選ばれることが多く、公的な相談機関が選ばれることは少な
かった。

○相談相手や頼れる人がいないことについて不安があると答えた割合は、一般女性では２割弱、高等学校、高等支
援学校では２割。

学校

まったく
ない

少しした
たくさん

した

親

高等支援学校 22.2% 22.2% 55.6%

高等学校 16.7% 33.7% 49.7%

一般女性 16.5% 32.2% 51.3%

友人

高等支援学校 39.1% 43.5% 17.4%

高等学校 18.2% 40.1% 41.8%

一般女性 20.0% 40.3% 39.7%

公的な
相談機

関

高等支援学校 88.9% 11.1%

高等学校 93.8% 5.5% 0.7%

一般女性 95.6% 3.4% 0.9%

家庭

まったく
ない

少しした
たくさん

した

38.5% 23.1% 38.5%

47.7% 29.5% 22.7%

44.8% 31.4% 23.8%

83.3% 8.3% 8.3%

34.1% 36.4% 29.5%

24.1% 55.6% 20.4%

90.0% 10.0%

88.4% 4.7% 7.0%

93.1% 4.9% 2.0%

結婚・交際相手

まったく
ない

少しした
たくさん

した

33.3% 66.7%

54.1% 24.3% 21.6%

44.2% 32.6% 23.3%

40.0% 20.0% 40.0%

11.0% 28.8% 60.3%

6.7% 35.1% 58.2%

100.0%

94.5% 5.5%

95.7% 0.9% 3.4%

0% 50% 100%

高等支援学校

高等学校

一般女性

図3-9 相談相手や頼れる人がいないこと

まったく不安ではない どちらかというと不安ではない どちらともいえない

どちらかというと不安だ とても不安だ 自分にはあてはまらない

４ 札幌市若年期の女性を対象とした支援に関する実態調査

13.2

16.4

15.9

12.7

19.1

22.2

36.4

26.8

32.4

7.1

7.3

5.5

14.6

10.8

16.4

11.8

10.9

20.5

(7)自由記述

「仕事」「⼤変」「働く」「影響」「コロナ」「お⾦」「⽣活」
「コロナの影響で給与が下がる、経済的にとても不安。」 「母は亡くなり、
父は障がいがあり働いていない。義務教育が終わってからずっとお金で苦
労している。」 「友人も経済的に不安を感じ、身を売る仕事をしていると聞
いた。」 「自分の進路のことで家計が圧迫されていると聞くと、どうしようも
ない気持ちになる。」

「家族」「知る」「⼥の⼦」「関係」「分かる」「少し」「周り」
「気」「問題」「⾏く」「嫌」「友達」「良い」
「異性の友人から長年にわたりセクハラを受けていた。今もPTSDのような
症状がある。」「いじめの影響のせいか恋人も友人の事も信用できない。」
「小学校から大学まで体を触られたたり、見た目を貶められたりされた。」

「親」「相談」「受ける」「⼤学」「少ない」
「母親と母親の交際相手からお金を搾取され続ける生活から逃げたい。」
「家族間で嫌なことをされたとき逃げる先を知らない。」 「親から向けられ
る期待や愛情が重くて苦しい場合に頼れる場所がないのが少ししんどい。」
「家族が学生時代にＳＮＳを通じて相手を募集した援助交際でつかまり、成
人してから風俗で働き始めた。」
「ひとり親世帯への就業先や支援がもう少し強いものであれば、母も生きや
すくなるのに。」 「シングルマザーなどの人々に対しての支援を意識的に
していただけるとありがたい。」
「学生の頃、モラハラ、DVの男性とつきあったことがあり、親にも友人にも誰
にも相談できずに辛かった時期があった。あのとき、支援を受けられる所を
知っていて、助けを求められれば良かった。」 「気軽に相談できる人、ＬＩＮＥ
のように気軽にチャット相談できる窓口が普及すれば良い。」 「本当に死ん
でしまいたくなった時、（さまざまな相談機関にアクセスしたが）繋がったため
しがない。確実につながれる相談窓口を設けてほしい。」
「働きながら学生をしているが、金銭的に親に頼れず、昼の仕事に加えて夜
の仕事も兼業しながら勉強している状況がつらい。」「学生への支援が少な
い。」

「悪い」「学校」「職場」「⼥性」「⽀援」「ｱﾝｹｰﾄ」「困る」
「具体的で正しい性教育を学校で行うべきだ。」 「学校側ではLGBTQやセ
クマイの配慮が全くない。」 「女性であることが時々くるしい。」
「（アンケート用紙に）支援の方法を考えていくと書いてあるが、私たちに
は具体的にどんな支援があるのか知らされないのでしょうか。」
「意識を変えるための取組を行わないと根本的には解決しない。」

「死ぬ」「つらい」「気持ち」「⽣きる」
「周期的に漠然とした不安感、自分には全く価値がない、容姿が酷すぎて
外に出られない、死にたいような気持になり涙が止まらない。」 「死にたい
と思うことがよくある。」「児童養護施設が辛い。」

「不安」「今」「出来る」「怖い」
「就職活動が不安で仕方がない。」 「（両親が）離婚調停中で不安、財
産分与で学費がなくなりそうで勉強が面倒になった。」 「地下鉄で痴漢
にあった経験があり、一駅でもとても長く感じた。今（※）は満員電車には
ない状況で安心できるが、元通りになった時にどう避ければ良いのか不
安。」 （※）コロナ禍で

「生きている理由がわからない状態で、ずっと暗闇を歩いているみたい
で、毎日漠然とした不安がある。」

10人以上が共通して使用していた単語に絞って分析を行い、下記のグループでまとめた。
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４ 札幌市若年期の女性を対象とした支援に関する実態調査



５ 札幌市困難を抱える若年女性支援事業の概要

（1）事業の概要

様々な困難を抱えながらも地域や行政とのつながりのない若年女性を対象
としたアウトリーチ型支援等の実施。

【事業の対象】

暴力被害や性的搾取を含めた身体的・心理的な被害に遭っている又は遭う
可能性のある10代後半から20代の思春期・若年期の女性。

18

19

５ 札幌市困難を抱える若年女性支援事業の概要

（2）取組の概要

①アウトリーチ支援・・・・・ＳＮＳを用いた呼びかけや相談、ネットパトロール、
繁華街の夜回りを実施し、若年女性に積極的に
支援と情報を届ける。

②居場所の確保・・・・・・・落ち着いて今後の生活について相談できるよう、
一時的な「安全・安心な居場所」の提供を行い、相
談、見守り支援を実施。

③自立支援・・・・・・・・・・・学校や家族との調整、同行支援、就労支援、医療
機関との連携による支援など、自立に向けた
伴走型の支援を実施。

④関係機関連携会議・・・行政機関、民間支援団体などによる関係機関
連携会議を設置。対象者の抱える問題の状況に
応じて関係機関へつなぐ。



５ 札幌市困難を抱える若年女性支援事業の概要

各種窓口
夜回り・出張相談会・

SNSパトロール等

若年女性支援ネットワーク
「Cloudy」

居場所の確保

自立支援

（公財）さっぽろ青少年女性活動協会

特定非営利活動法人CAN

関係機関等による
専門的・継続的な支援

さっぽろ子ども・若者支援地域協議会
【関係機関連携会議の位置づけ】

≪原則≫
1～2泊 「ピッケノハコ」（CANが運営する居場所）で保護
≪対象者の状況に応じて≫
1～2週間程度の宿泊の必要性等に応じて、連携機関の居場所を活用する場合もある

・継続した支援が必要な場合、自立支援計画を策定。
・必要な同行支援等を実施。
・対象者の状況に応じて、若者サポートステーション、市関係部署を交え、自立支援検討会議を
実施し、自立支援計画を決定。

【対象者】【事業受託者】

連携して事業を実施するため再委託

・若者支援施設 ・児童相談所
・婦人保護施設 ・学校・教育委員会
・自立相談支援機関
・区役所・保健センター

母子保健・生活保護部門・
家庭児童相談室 等アフターフォロー

・女性支援団体 ・DV被害者支援団体
・ひとり親支援団体
・性暴力被害者支援団体 等

アウトリーチ支援

・家庭・家族関係の悩み
・虐待、DV
・性的搾取、性暴力
・望まない妊娠、中絶

困っているという意識がない
不安、自己否定感を持っている
自己責任論

20
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５ 札幌市困難を抱える若年女性支援事業の概要

（3）連携のために

①シンポジウムの開催

■2 0 2 1年7月3 1日（土）に、事業のス

タートアップとして、シンポジウムを開催。
■大学、男女共同参画センター、NPO、
行政がそれぞれの立場から現状や課題
について報告し、意見交換を行いました。
■当日は、約170名の方に視聴していた
だきました。
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５ 札幌市困難を抱える若年女性支援事業の概要

（3）連携のために

②支援団体との連携

≪主な構成団体≫

23

５ 札幌市困難を抱える若年女性支援事業の概要

（3）連携のために

③関係機関連携会議

札幌市関係部署
・子どもの権利推進課
・児童相談所
・保護自立支援課
・障がい保健福祉部
・雇用推進部
・学校教育部
・保健所
・札幌市引きこもり地域支援センター
・札幌市子ども発達総合支援センター
・自閉症発達障害支援センター
・札幌こころのセンター

NPO法人北海道フリー
スクール等ネットワーク

全国引きこもりＫＨＪ
家族会連合会「はまなす」

札幌少年鑑別所

子ども・若者が社会生活を円滑に営むこと
ができるよう支援するための協議会です。

困難を抱える若年女性も若者ですが・・・

課題



５ 札幌市困難を抱える若年女性支援事業の概要

24

安心してつながれる、
相談できる、関係機
関が連携して必要と
している支援につな
いでいくという想いを
込め「ＬｉＮＫ」という名
前をつけました。

支援を必要としている人、

支援が必要だと気づけないくらい過酷な
状況にいる人、

どんな方法だとこの情報が届くのでしょう。

課題

６ 札幌市困難を抱える若年女性支援事業の実施状況

相談方法 電話 メール SNS 面談 訪問 その他 計

相談人数 3 0 36 6 0 0 45

年齢別 18歳未満
18歳以上

20歳未満
20歳以上

25歳未満
25歳以上

30歳未満
30歳以上 不明 計

相談人数 6 6 8 3 1 21 45

短期 2

長期
（２週間を超える場合）

3

■相談人数

■年齢別相談人数

■居場所の提供

令和３年８月～12月までの実施状況

（人）

（人）

（人）

※20歳以上～25歳未満 ２人

※18歳以上～20歳未満 ３人

25

近隣市町村に住んでいる女性から相談
が来ることもあります。

札幌に住んでいないから、という理由で
断ることはできません。

課題



６ 札幌市困難を抱える若年女性支援事業の実施状況
（2021年９⽉25日 北海道新聞朝刊） （2021年９⽉28日 北海道新聞朝刊）
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６ 札幌市困難を抱える若年女性支援事業の実施状況

（2022年１⽉３日 毎日新聞朝刊）

27



７ さいごに

28

大都市だけの問題？

誰にも相談できない悩みを抱えることや、暴力や性的な被害に遭う可能性
はどこにでもあり、住んでいる場所とは無関係です。

そして、居場所を求めて、都市部に集まってきます。
今はSNSで誰とでも繋がれる時代だからこそ、都市部だけの問題ではあり

ません。

７ さいごに

29

それって自己責任では？

家にお金が無い、居場所が無いことは、彼女たちの責任ではありません。

効果の見えづらい事業ですが、 必要としている人は少なくありません。



７ さいごに

30

官民連携の意義

【行政】

税金で、制度をつくって、画一的に大勢を支援する役割
困りごとの見える化⇒世論形成⇒解決策の検討⇒持続可能性の検討
⇒試行実施

【NPO】

思いを持って、困っている目の前の人を出来る限り支援する

だからこそ一緒にやる意義がある！


